
開催概要 

 

大会名：第 13回 日本言語聴覚士協会 九州地区学術集会 鹿児島大会 

 

テーマ：「守破離」 ～私たち言語聴覚士は何を守り、発展、革新させていくのか～ 

 

日 程：2025年 3月 22日(土)～23日(日)   （ 22日(土)  12時 00分～ 受付開始 ） 

 

会 場：カクイックス交流センター（〒892-0816 鹿児島県鹿児島市山下町 14番 50号） 

 

参加費：日本言語聴覚士協会 会員 6,000円 

    日本言語聴覚士協会 非会員 10,000円 

    学生 1,000円 

 

懇親会：7,500円 

 

大会長：原口 友子 

 

主 催：日本言語聴覚士協会 九州地区学術集会鹿児島大会 実行委員会 

 

共 催：（一社）鹿児島県言語聴覚士会 

 

本 部：（一社）鹿児島県言語聴覚士会 第 13回 九州地区学術集会鹿児島大会実行委員  

 

事務局：(一社） 鹿児島県言語聴覚士会 事務所  

〒891-0133 鹿児島県鹿児島市平川町字宇都口 5417-1  

TEL.099-261-6161  E-mail info.kagost@gmail.com  

担当者：事務局 松尾 康弘（鹿児島医療技術専門学校 言語聴覚療法学科）  



プログラム 

 

特別講演１：「言語聴覚士の臨床/研究/社会貢献の今と未来を考える」 

志學館大学 飯干 紀代子 先生 

 

特別講演２：「dysarthriaに対する介入 エビデンスと未来に向けて」 

森ノ宮病院 リハビリテーション部 椎名 英貴 先生 

 

特別講演３：「STにとっての専門性:失語症から発達性ディスレクシアの臨床と研究」 

NPO法人 LD・Dyslexia センター 宇野 彰 先生 

 

セミナー：「摂食嚥下リハビリテーションにおける電気刺激療法導入の考え方」 

鹿児島大学病院 有馬 春香 先生 

 

市民公開講座：「ヒヤリングフレイルについて」 

ユニバーサル・サウンドデザイン株式会社 聴脳科学総合研究所  中石 真一路 先生 

 

シンポジウム：「失語症向け意思疎通支援事業の現状と今後の展望」 

 

特別企画：「徹底討論！小児リハビリテーションのエビデンス」 

 

一般演題：全５５演題 

 

鹿児島県言語聴覚士会共催 Breaktime：「注文に時間のかかるカフェ」 

 



託児室についてお知らせ 

この度は、第 13回 九州地区学術集会 鹿児島大会にご参加いただきましてありがとうございます。 

誠に申し訳ございませんが、今大会では託児室のご用意がございません。参加者の皆様には大変ご不便をお

かけしますが、ご理解のほど宜しくお願い申し上げます。 

 第 13回 九州地区学術集会 鹿児島大会 実行委員会 


